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　あけましておめでとうございます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症により、社会・経済などあらゆる面で甚大な影響がありました。現在も収束

しておらず、先行きの見通せない厳しい状況が続いています。

　このような中、京都産業21では深刻な影響を受けている中小企業に対し、京都府と連携して支援してまいり

ました。

　まずは4月に「倒産・廃業防止緊急無料相談窓口」を設け、中小企業診断士が相談対応、5月からは「中小企

業緊急経営支援コールセンター」により各種支援制度や補助金など申請手続きを電話やメールにて案内すると

同時に、7月からは経営改善に向けて専門家による伴走支援を行う「中小企業等再出発相談窓口」も設け、これ

までに約8,000件もの相談が寄せられました。また、新型コロナウイルス対策の補助金として、「緊急支援補助

金」、「技術結集事業補助金」、「企業グループ支援“助け合いの輪”推進事業補助金」及び「経営変革緊急支援

事業補助金」により、困難な状況の下で事業に取り組む企業約3,700件、15億円強の支援を行いました。さらに、

販路開拓支援として、遠隔・非対面・非接触での商談の場を提供するため、秋にはビジネスマッチングサイト「京

都商談ナビ」やバーチャルでの展示商談会空間「バーチャルパーク京都」の運営を開始しました。財団主催の

「京都ビジネス交流フェア」（2月18～19日）においては、新型コロナウイルス感染症対策を万全に整えるとともに、

補完するバーチャルの展示会とのハイブリッド開催を予定しているところです。

　一方、WITHコロナ社会を乗り切る戦略の検討とPOSTコロナ社会における京都産業が果たす役割を議論す

る京都府の「新型コロナウイルス感染症対策危機克服会議」にも参画し、新たなビジョンの策定・共有を図って

まいりました。併せて、京都府の産業政策である「起業するなら京都」プロジェクトの一環として、新たに組織横断

チームを設置し、スタートアップ企業に積極的な支援を展開しています。

　今年も引き続き現下の厳しい状況に対応するとともに、これまでに得られた様 な々知見を活かし、WITHコロナ、

POSTコロナ社会の新たな課題に取り組んでまいります。

　京都府中小企業技術センターは技術相談を中心に依頼試験、機器貸付などの技術支援や研究開発、そし

て技術系人材の育成についても府内企業の皆様を支援していますが、昨年はやはり感染症の拡大防止に努め

ながらの実施となりました。現在は各技術分野のセミナーなどもオンラインを活用しながら開催しており、毎夏

恒例の研究成果発表会と施設見学会は動画コンテンツを作成してのオンライン配信で実施したところ、例年よ

りも多くの方々に視聴いただきました。また今春には、新規導入する冷熱衝撃試験機及び中丹技術支援室のガ

スクロマトグラフ質量分析装置がご利用いただけるようになります。このような厳しい時にこそ、府内企業の皆様

に「頼られるセンター」であるよう、より充実した技術支援を行ってまいります。

　京都府産業支援センターでは、京都産業21と京都府中小企業技術センターが一体となり、経営・技術の両面

で中小企業の経営に真に役立つ質の高いサービスを提供してまいります。

　結びに当たり、皆さまのますますのご繁栄とご健勝を祈念いたしまして、新年のごあいさつといたします。

　あけましておめでとうございます。府民の皆さまにおかれましては、つつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び

申し上げます。

　昨年は、新型コロナウイルス感染症によって、府民生活や社会経済活動がかつて経験したことのない甚大な

影響を受けた年でありました。さまざまな困難の中、感染拡大防止にご協力を頂いているすべての府民の皆さま、

事業者の皆さま、医療従事者をはじめ関係の皆さまに、心から感謝と敬意を表する次第であります。

　人類は長い歴史において幾度となく感染症の脅威にさらされながら、必ず乗り越えてきました。

　「下を向いていては、虹を見つけることはできない

　～You’ll never find a rainbow if you’re looking down～」

　これは世界の喜劇王、チャールズ・チャップリンの言葉です。コロナ禍を乗り越えた先にある、未来に夢や希望

を持てる新しい京都に向かって、われわれは上を向いて歩んで行かなければなりません。そのための足元固めと

して、医療・検査体制については関係機関の協力のもと、京都府が責任を持って対応してまいります。また、地域

経済に活力を取り戻し、府民の皆さまの生活と雇用をしっかりと守ってまいります。その上で、京都府総合計画に

掲げた将来像の実現に向けて、府民の皆さまが実感できる積極的な施策を推進し、全庁一丸となって取り組み

をさらに加速させていく所存です。

　いよいよ本年には「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会」が、翌年には「ワールドマスターズゲームズ

2021関西」が開催されます。人類が新型コロナを克服した証しとして大会を成功に導き、さらには2022年度中

の文化庁の全面的な移転など、京都の持つ文化の力で、地域の隅 ま々で光が満ちるように元気な未来を築いて

まいります。

　本年は丑年。牛の歩みも千里と申すように、一歩一歩、力強く歩みを進め、成功を導く年とされています。地域

に子どもたちの笑い声が響き、すべての府民が笑顔で過ごせる京都を実現するため、皆さまと共に歩んでまいり

たいと願っております。

　皆さまにとりまして、本年が健やかで幸多き一年でありますよう心からお祈り申し上げ、新年のごあいさつとい

たします。
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